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土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
は

市
内
に
３
カ
所

問  

滝
馬
室
・
原
馬
室
地
区
の
土
砂
災
害

に
対
す
る
、
調
査
対
象
区
域
の
選
定
基
準

と
箇
所
数
及
び
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
。

答  

調
査
の
事
業
主
体
で
あ
る
北
本
県
土

整
備
事
務
所
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、

滝
馬
室
・
原
馬
室
地
区
に
は
斜
面
の
傾
斜

が
30
度
以
上
で
、
高
さ
が
５
メ
ー
ト
ル
以

上
の
急
傾
斜
と
な
る「
急
傾
斜
地
崩
壊
危

険
箇
所
」が
合
計
９
ヵ
所
確
認
さ
れ
た
た

め
、
調
査
を
実
施
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
北
本
県
土
整
備

事
務
所
よ
り
、
急
傾
斜
地
の
崩
壊
等
が
発

生
し
た
場
合
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
と
な

り
う
る
場
所
が
４
ヵ
所
あ
り
、
こ
の
う
ち

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
と
な
り
う
る
場

所
が
３
ヵ
所
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
埼
玉
県
か
ら
警
戒
区
域
又
は
特

別
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
た
場
合
は
、
防

災
会
議
に
諮
り
、
鴻
巣
市
地
域
防
災
計
画

の
中
で
規
定
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま

す
。水

害
時
の
対
策

災
害
物
資
の
確
保
は
十
分
か

問  

水
害
時
、
避
難
場
所
に
準
備
さ
れ
て

い
る
災
害
物
資
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

り
、
そ
の
確
保
は
十
分
か
。

答  

本
市
で
は
指
定
避
難
所
で
あ
る
小
学

校
や
一
部
の
公
園
等
に
防
災
倉
庫
を
設
置

し
、
ア
ル
フ
ァ
化
米
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
毛

布
、
発
電
機
等
の
応
急
物
資
を
災
害
時
に

備
え
、
ど
の
倉
庫
で
も
均
等
に
な
る
よ
う

に
備
蓄
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
防
災
倉
庫
は
地
上
に
設
置
し
て
い

る
た
め
、
大
規
模
な
洪
水
が
発
生
し
た
際

に
は
浸
水
し
、
物
資
を
持
ち
出
す
こ
と
が

困
難
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

浸
水
前
に
少
し
で
も
物
資
を
校
舎
内
へ
移

動
で
き
る
よ
う
に
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
規
模
な
浸
水
被
害
と
な
り
市

だ
け
で
の
対
応
が
で
き
な
い
場
合
は
、国
、

県
、自
衛
隊
等
へ
災
害
派
遣
要
請
を
行
い
、

避
難
場
所
へ
救
援
物
資
の
提
供
を
求
め
て

い
き
ま
す
。

渋
井
橋
の
か
け
か
え

工
事
中
の
安
全
対
策
に
も
配
慮

問  

工
事
期
間
中
の
迂
回
路
の
対
応
と
、

工
事
前
後
の
交
通
量
及
び
周
辺
道
路
の
対

策
に
つ
い
て
は
。

答  

工
事
期
間（
平
成
24
年
11
月
～
平
成

27
年
３
月
）の
迂
回
路
の
対
応
は
、
渋
井

橋
上
流
側
に
あ
る
熊
谷
バ
イ
パ
ス
と
下
流

側
の
県
道
鴻
巣
羽
生
線
へ
の
迂
回
を
考
え

て
い
ま
す
。

　
迂
回
路
の
周
知
は
、
渋
井
橋
周
辺
及
び

広
い
範
囲
に
工
事
の
お
知
ら
せ
や
迂
回
路

の
看
板
設
置
、
広
報
紙
へ
の
掲
載
、
周
辺

自
治
会
長
等
へ
の
説
明
を
予
定
し
て
い
る

ほ
か
、
行
田
市
や
行
田
警
察
署
と
の
協
議

も
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
工
事
前
後
の
交
通
量
と
周
辺
道
路
対
策

は
、
渋
井
橋
の
か
け
か
え
工
事
や
道
路
拡

幅
に
よ
り
交
通
量
は
増
加
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
そ
こ
で
交
通
量
の
増
加
に
対
応
す
る

た
め
、
十
分
な
道
路
幅
員
と
両
側
歩
道
に

よ
る
交
通
安
全
対
策
を
講
じ
る
ほ
か
、
市

道
Ａ–

１
０
０
３
号
線
と
の
交
差
点
は
、

右
折
車
に
配
慮
し
た
交
差
点
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
事
業
区
間
と
接
続
す
る
市

道
Ａ–

１
０
０
３
号
線
や
市
道
川
６
号
線

は
、
お
お
む
ね
道
路
改
良
工
事
が
完
了
し

て
お
り
、
本
事
業
の
完
了
を
も
っ
て
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
の
向
上
が
図
ら
れ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
市
道
Ａ–

１
０
０
４
号
線
の
大

幹
線
排
水
路
ま
で
の
区
間
も
、
今
後
、
拡

幅
改
良
工
事
を
計
画
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

北
鴻
巣
箕
田
地
区
の

病
院
誘
致
は
各
種
調
整
中

問  

現
時
点
で
の
障
害
と
な
る
問
題
点

と
、
最
終
選
考
に
つ
い
て
は
。

答  

今
後
、
誘
致
す
る
病
院
に
対
し
て
、

農
振
除
外
※
や
地
域
保
健
医
療
計
画
と
の

整
合
性
な
ど
の
調
整
が
、
こ
の
事
業
の
実

現
性
を
左
右
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
加
え
て
、
今
回
の
提
案
で
も
、
こ
の
事

業
へ
の
市
か
ら
の
支
援
が
条
件
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
今
後
の
具
体
的
な
支
援
内
容

の
調
整
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
１
事
業
者
と
継
続
協
議
を
開
始

し
ま
し
た
が
、
最
終
選
考
の
時
期
は
、
提

案
さ
れ
た
内
容
を
精
査
し
、
農
振
除
外
や

病
院
計
画
な
ど
の
現
実
性
が
見
込
め
る
か

否
か
を
判
断
し
た
段
階
で
行
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

通
学
路
の
安
全
対
策

36
ヵ
所
が
整
備
済
み

問  

通
学
路
の
危
険
箇
所
の
把
握
と
、
安

全
対
策
の
強
化
に
つ
い
て
は
。

答  

本
市
で
は
、
毎
年
４
月
に
子
ど
も
た

ち
と
教
職
員
、
学
校
応
援
団
等
で
通
学
路

を
一
緒
に
下
校
し
、
危
険
箇
所
の
洗
い
直

し
を
行
い
、
安
全
確
保
の
徹
底
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　
安
全
対
策
と
し
て
は
、
子
ど
も
た
ち
自

身
が
身
を
守
れ
る
行
動
が
取
れ
る
よ
う
、

交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
等
を
学
ぶ
交
通
安

全
教
室
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
各

学
校
長
や
、
保
護
者
・
交
通
指
導
員
、
あ
る

い
は
地
域
の
有
識
者
等
を
交
え
た
学
校
評

議
員
会
の
場
で
、
安
全
対
策
に
つ
い
て
話

し
合
っ
て
い
る
ほ
か
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー（
地
域
学
校
安
全
指
導
員
）を
配

置
し
、巡
回
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た
生

活
科
や
社
会
科
の
授
業
で
、
教
職
員
と
子

ど
も
た
ち
が
地
域
を
回
り
、
危
険
箇
所
に

つ
い
て
学
習
す
る
機
会
も
設
け
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
国
か
ら
も
通
学
路
の
安
全

確
保
の
緊
急
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
出
さ
れ
て
各

学
校
に
通
知
さ
れ
て
お
り
、
危
険
箇
所
の

把
握
や
各
所
管
課
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
改
善
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

23
年
度
に
は
横
断
歩
道
や
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
補
修
な
ど
、
通
学
路
の
改
善
計
画
は

１
６
７
件
あ
り
、
現
在
36
ヵ
所
が
終
了
し

て
い
ま
す
。
残
り
の
部
分
に
つ
い
て
は
、

今
後
５
カ
年
計
画
の
中
で
整
備
予
定
で
す
。

通
学
路
の
安
全
マ
ッ
プ

全
小
学
校
で
作
成
・
見
直
し

問  

学
校
通
学
路
の
安
全
マ
ッ
プ
の
作
成

と
、安
全
点
検
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
。

答  

安
全
マ
ッ
プ
は
、
学
区
を
示
し
た
地

図
の
中
に
、
車
の
通
り
の
多
い
箇
所
、
見

通
し
の
悪
い
交
差
点
等
の
事
故
の
起
き
や

す
い
危
険
箇
所
や「
こ
ど
も
１
１
０
番
の

家
」等
の
場
所
を
示
し
た
地
図
で
す
。
本

市
で
は
19
校
す
べ
て
の
小
学
校
で
子
ど
も

や
保
護
者
が
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
必
要
に

応
じ
て
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

学
校
施
設
の
耐
震
化
策

点
検
は
毎
月
実
施

問  

学
校
施
設
に
お
け
る
、
非
構
造
部
材

の
耐
震
対
策
に
つ
い
て
は
。

答  

教
室
や
体
育
館
等
の
天
井
材
、
内
装

材
、
照
明
器
具
、
窓
ガ
ラ
ス
、
書
棚
等
の

非
構
造
部
材
を
含
め
た
安
全
点
検
は
、
学

校
保
健
安
全
法
に
よ
り
教
職
員
が
毎
月

行
っ
て
お
り
、
不
具
合
が
発
見
さ
れ
た
場

合
は
必
要
に
応
じ
て
補
修
し
て
い
ま
す
。

　
書
棚
や
備
品
等
は
、
既
に
転
倒
・
転
落

防
止
策
が
完
了
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現

在
実
施
中
の
耐
震
補
強
工
事
の
設
計
段
階

で
、
老
朽
化
し
て
い
る
も
の
は
、
更
新
や

落
下
防
止
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
非
構
造
部
材
の
耐
震
化
は
、
建
築
設
計

の
専
門
家
に
よ
る
点
検
も
必
要
な
た
め
、

小
中
学
校
施
設
の
大
規
模
改
修
事
業
を
計

画
し
て
い
く
中
で
検
討
し
ま
す
。

企
業
誘
致
条
例
の
制
定
で

現
在
４
社
が
申
請

問  

企
業
誘
致
条
例
制
定
後
の
、
企
業
誘

致
状
況
に
つ
い
て
は
。

答  

平
成
23
年
10
月
１
日
に
制
定
し
た
企

業
誘
致
条
例
に
該
当
し
、
優
遇
措
置
を
受

け
る
た
め
の
指
定
申
請
を
提
出
し
て
い
る

企
業
は
い
ず
れ
も
製
造
業
で
、
新
設
が
３

社
、
増
設
が
１
社
で
す
。
な
お
、
こ
の
４

社
は
既
に
指
定
書
を
交
付
済
み
で
す
。

高
齢
者
の
孤
立
死
防
止

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開

問  

孤
立
死
を
防
ぐ
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
。

答  

本
市
で
は
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業

と
し
て
、
健
常
者
や
元
気
な
高
齢
者
、
障

が
い
者
、
住
民
同
士
の
支
え
合
い
に
賛
同

す
る
協
力
会
員
が
、
日
常
生
活
上
で
支
援

が
必
要
な
利
用
会
員
を
支
え
る「
地
域
支

え
合
い
事
業
・
思
い
や
り
の
輪
」を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
安
否

確
認
や
、緊
急
時
の
迅
速
な
対
応
を
図
る
た

め
、民
生・児
童
委
員
等
の
協
力
を
い
た
だ

き
見
守
り
活
動
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
高
齢
者
の
孤
立
防
止
対
策

と
し
て
、
生
き
が
い
づ
く
り
や
交
流
を
目

的
と
し
た
会
食
会
、
茶
飲
み
会
等
の
サ
ロ

ン
活
動
や
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
孤

独
感
の
解
消
を
目
的
に
、
友
愛
電
話
事

業
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
誕
生
会
事

業
、
地
域
福
祉
活
動
者
の
相
談
役
と
し

て
、地
域
課
題
の
解
決
を
図
る
た
め
の「
地

域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
」等
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
の
中
の
主
な
質
疑
の

·

内
容
を
紹
介
し
ま
す

※
農
振
除
外
と
は
…

　
農
業
振
興
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
た
土
地
を
農
用

以
外
の
目
的
（
店
舗
や
宅
地
）
で
利
用
し
た
い
場
合

に
行
う
手
続
き
の
こ
と
。




